
学校
がっこう

生活
せいかつ

のきまり 
小学校は、各教科での学びを通して、①日常生活に必要な各般の能力 ②社会生活を営むため必要な資質・能力の基礎 ③自分の個性を発見する素地 

以上 3点を身に付け、養っていく場です。（文部科学省 初等中等教育の役割より） 

以下の項目には、「ルール」と「マナー」が混在しています。どちらも集団生活をしていくうえで大切です。また、「宇佐美小児童が安全に、そして安心して学習に取り組むことができるように」、 

「一人ひとりが気持ちよく生活できる環境となるように」という視点で各項目を設けています。  

ここに、決まりのすべてが網羅されているわけではありません。ここに載っていないことについては、 

「皆が安全に、そして安心して学習に取り組むことができるのか」、「一人ひとりが気持ちよく生活できる環境になっているか」「学習に必要なものか」この視点に沿って考えてほしいです。 

学校・家庭・地域で共通理解を図りながらより良い学校を築いていきたいです。ご理解とご協力をお願いします。  

なお、◎のものについては、市内統一事項となります。 

学校生活について 理由やねらい 

●気持ち
き も

のよいあいさつをこころがける。 あいさつとは自分
じぶん

の心
こころ

が開いて
ひら

いることを伝え
つた

、目
め

の前
まえ

にいる相手
あいて

を認め
みと

、よい印象
いんしょう

を与える
あた

行為
こうい

です。 あいさつができると、

人間
にんげん

関係
かんけい

もスムーズになり自分
じぶん

の意見
いけん

も言いやすく
い

なるので、大切
たいせつ

にしています。 

●名前
な ま え

には「～さん」をつけて呼ぶ
よ

。 呼び方
よ   かた

一つ
ひと

で相手
あいて

をいやな気持
き も

ちにさせることもあります。また、「さん付
づ

け」をすることで、相手
あいて

を尊重
そんちょう

する気持ち
きもち

を身
み

に付けて
つ

いきましょう。 

●持ち物
も   もの

には名前
なまえ

を記入
きにゅう

する。 ※上
うわ

ばきなどにもしっかり名前
なまえ

を書く
か

 なくしても、名前
なまえ

が書いて
か

あればかえってくる可能性
かのうせい

が高まります
たか

。また、自分
じぶん

のものを大事
だいじ

にあつかえるようにしてほしいとい

う願い
ねが

も込められて
こ

います。 

●校内
こうない

では、左
ひだり

胸
むね

の見える
み

位置
いち

に名札
なふだ

をつける。 ※名札
な ふ だ

は学校
がっこう

で管理
か ん り

しています。 他
た

学年
がくねん

の児童
じどう

の名前
なまえ

を知る
し

ことができ、たてわり活動
かつどう

などでコミュニケーションを取りやすく
と

なります。 

●休み
やす

時間
じかん

や移動
いどう

教室
きょうしつ

等
とう

で教室
きょうしつ

を空ける
あ

ときには机
つくえ

の上
うえ

に物
もの

を置いて
お

おかない。 物
もの

がなくなったり、いたずらされたり壊れたり
こわ

するのを未然
みぜん

に防ぐ
ふせ

ためです。また自分
じぶん

の物
もの

を管理
かんり

する習慣
しゅうかん

を身
み

に付けて
つ

ほしい

からです。 



●机
つくえ

の横
よこ

には物
もの

をかけない かけてあるものに引っかかって
ひ

物
もの

が壊れたり
こわ

、怪我
けが

をしたりしないようにするためです。机
つくえ

の横
よこ

に物
もの

がかかっていると、学習
がくしゅう

に

集中する雰囲気
ふんいき

を作りに
つく

くくなってしまいます。 

●登
とう

下校
げこう

の時刻
じこく

を守る
まも

。 ８：０５までに教室
きょうしつ

に入って
はい

いないと遅刻
ちこく

になってしまいます。時間
じかん

に間
ま

に合う
あ

ように寝る
ね

時間
じかん

、起きる
お

時間
じかん

、支度
し た く

の時間
じかん

など

を調整
ちょうせい

できるようにしてほしいです。 

●友達
ともだち

を待つ
ま

ときは、児童
じどう

玄関
げんかん

で落ち着いて
お   つ

待つ
ま

。 他
た

学年
がくねん

は授業
じゅぎょう

をしています。また、先生
せんせい

の目
め

が届
とど

かないため、けがの危険
き け ん

もあります。玄関
げんかん

には遊び
あそ

道具
どうぐ

が置いて
お

ありますが、

使わず
つか

に落ち着いて
お   つ

待って
ま

いましょう。 

●家庭
かてい

で決めた
き

通学
つうがく

路
ろ

を守り
まも

、登
とう

下校
げこう

をする。できるだけ一人
ひとり

では帰らない
かえ

。 いつも違う
ちが

道
みち

で登
とう

下校
げこう

していると、登
とう

下校中
げこうちゅう

に何
なに

かがあったときに、探しにくく
さが

なってしまうため、決めた
き

通学
つうがく

路
ろ

を必ず
かなら

つかいま

しょう。 

●登校後
とうこうご

、下校
げこう

時刻
じこく

まで学校
がっこう

の外
そと

へ出ない
で

。※授業
じゅぎょう

等
とう

は除く
のぞ

。 安全上
あんぜんじょう

、事故
じ こ

にあわないようにするためです。どうしても授業
じゅぎょう

に必要
ひつよう

なものを忘れて
わす

しまった場合
ばあい

は、先生
せんせい

にすぐ話
はな

しましょ

う。忘れ物
わす  もの

がないように、前日
ぜんじつ

から持ち物
も   もの

の確認
かくにん

や予定帳
よていちょう

の記入
きにゅう

をしっかりしていきましょう。 

●固定
こてい

遊具
ゆうぐ

の後ろ
うし

の花壇
かだん

は、先生
せんせい

の許可
きょか

を得
え

て入
はい

る。 段差
だんさ

となっており危険
きけん

だからです。 

◎ランドセル、ふで箱
ばこ

などにキーホルダー類
るい

は付けず
つ

、お守り
  まも

はカバンの中
なか

にしまう。 

※防犯
ぼうはん

用品
ようひん

（ブザーなど）は付けて
つ

もよい。 

キーホルダーは、学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

のないものです。ぬいぐるみのような筆箱
ふでばこ

を使って
つか

いる人
ひと

が見られます
み

。これらのものは、なくな

ってしまったり壊
こわ

れたりしたときに、自分
じ ぶ ん

が嫌
いや

な思
おも

いをしてしまうので、持
も

ってこないようにしましょう。 

◎携帯
けいたい

電話
で ん わ

は持
も

ち込
こ

み禁止
き ん し

。 学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

のないものは不要物
ふようぶつ

です。伊東市
い と う し

の小中学校
しょうちゅうがこう

で共通
きょうつう

のルールです。 

◎学習
がくしゅう

や運動
うんどう

など学校
がっこう

での活動
かつどう

に必要
ひつよう

のないものは持
も

ってこないようにしましょ

う。 

学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

のないものを持
も

ってきてしまうと、壊
こわ

れたり、なくしたり、思
おも

わぬトラブルの原因
げんいん

となることもあります。 

◎お金
かね

などの貴重品
きちょうひん

は、持
も

ってこないようにしましょう。 不要品
ふようひん

同様
どうよう

、トラブルの原因
げんいん

となることがあります。 

◎水筒
すいとう

の中身
な か み

は、水
みず

、お茶
ちゃ

、スポーツドリンクのどれかにしましょう。 水分
すいぶん

補給
ほきゅう

が目的
もくてき

です。熱 中 症
ねっちゅうしょう

対策
たいさく

や風邪
か ぜ

予防
よ ぼ う

として適
てき

したものを持
も

ってくるようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 



服装・身なりについて 理由やねらい 

●活動
かつどう

しやすい服装
ふくそう

を心がける
こころ

。また靴も、運動しやすい、学校生活に適したものを

履く。 

◎運動
うんどう

の際
さい

は体育
たいいく

着
ぎ

を着用
ちゃくよう

し、赤
あか

白
しろ

帽子
ぼ う し

をかぶる 
 

防犯
ぼうはん

、安全面
あんぜんめん

を配慮
はいりょ

した服装
ふくそう

を意識
いしき

することで、安全
あんぜん

に元気
げんき

よく学校
がっこう

生活
せいかつ

を送
おく

ってほしいからです。 

肌
はだ

の露出
ろしゅつ

が多い
おお

、体勢
たいせい

によって下着
したぎ

が見えて
み

しまう、体
からだ

のサイズに適して
てき

いない、手
て

が隠れて
かく

しまう、チェーンなどの

装飾品
そうしょくひん

がついている等
とう

の服装
ふくそう

は避
さ

けましょう。 

◎染色
せんしょく

やパーマなど、頭髪
とうはつ

を加工
か こ う

しない。また、眉
まゆ

も加工
か こ う

しないようにする。 

◎ピアス(透明
とうめい

なプラスチックも含
ふく

む)、カラーコンタクト（黒色
くろいろ

を含
ふく

む）等
とう

のファッション

性
せい

の高
たか

い装飾品
そうしょくひん

は、登
とう

下校中
げこうちゅう

も含
ふく

め、学
がっ

校内
こうない

ではつけないようにする。  

小学生
しょうがくせい

段階
だんかい

で髪
かみ

の毛
け

を加工
かこう

することは、健康上
けんこうじょう

のリスクがあるという意見
いけん

が多い
おお

です。 

周囲
しゅうい

の児童
じどう

よりも目につきやすく
め

なるので、学校外
がっこうがい

で事件
じけん

等
とう

のトラブルに巻き込まれる
ま   こ

可能性
かのうせい

は増えます
ふ

。色
いろ

落
お

ちや頭髪
とうはつ

を加工
かこう

す

ることで起こり得る
お     う

リスク等
とう

については、家庭
かてい

でよく話し合って
はな  あ

ください。 

眉
まゆ

やピアスについても同様
どうよう

です。 

●必要
ひつよう

以上
いじょう

に大きな
おお

髪飾り
かみかざ

はつけない。 運動
うんどう

時
じ

に危険
きけん

でない、華美
かび

でないことを基本
きほん

とします。帽子
ぼうし

を被る
かぶ

のに支障
ししょう

が出ない
で

ようなものを選びましょう
えら

。 

●手首
てくび

や足首
あしくび

にゴム紐
ひも

やミサンガ、アクセサリー類
            るい

をつけない。 活動中
かつどうちゅう

にものに引っかかって
ひ

しまう恐れ
おそ

があります。また、これらは学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

のないものです。宗教
しゅうきょう

上等
じょうとう

の理由
りゆう

で着用
ちゃくよう

す

る必要
ひつよう

のある場合
ばあい

はご連絡
  れんらく

ください。 

●登
とう

下校
げこう

時
じ

は必ず
かなら

帽子
ぼうし

をかぶる。 

（１，２年は黄色い
きいろ

帽子
ぼうし

。３～６年は黄色
きいろ

帽子
ぼうし

、自由
じゆう

帽子
ぼうし

の中
なか

から選択
せんたく

） 

自由
じゆう

帽子
ぼうし

は①耳
みみ

が隠れない
かく

②視界
しかい

が遮られない
さえぎ

③ツバのあるもの④華美
かび

でないもの 

１，２年生は安全面
あんぜんめん

を考慮
こうりょ

して黄色い
きいろ

帽子
ぼうし

を着用
ちゃくよう

します。３～６年は、黄色い
きいろ

帽子
ぼうし

に頼らず
たよ

とも交通
こうつう

ルールを意識
いしき

していってほ

しいです。それ以外
いがい

に、熱中症
ねっちゅうしょう

対策
たいさく

やけがの防止
ぼ う し

のために帽子
ぼうし

を着用
ちゃくよう

します。デザイン性
        せい

でなく、機能性
きのうせい

で選択
せんたく

してほしいで

す。 

◎手袋
てぶくろ

・マフラー等
とう

の防寒
ぼうかん

具
ぐ

やネッククーラー等
とう

の防暑品
ぼうしょひん

は、持
も

ってきてもよいが、

玄関
げんかん

で着脱
ちゃくだつ

をする。（登
とう

下校
げこう

時
じ

、ポケットに手
て

を入れない
い

。） 

※室内
しつない

で着
き

ない上着
う わ ぎ

（ベンチコートなど）は着ない
き

。 

校内
こうない

でそれらの道具
どうぐ

を用いて
もち

ふざけたり紛失
ふんしつ

したりしないように玄関
げんかん

で着脱
ちゃくだつ

します。校内
こうない

はエアコン等
とう

によって温度
お ん ど

の調節
ちょうせつ

は

できており、対策品
たいさくひん

を使用
し よ う

しなくても問題
もんだい

ない環境
かんきょう

となっています。 

●ハンドクリーム、リップクリーム等
とう

は、保護者
ほごしゃ

が担任
たんにん

に連絡
れんらく

をしてから使用
し よ う

する。 「学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

のないもの」は不要物
ふようぶつ

です。しかし、手
て

荒れ
あ

等
とう

、健康上
けんこうじょう

で必要
ひつよう

とする児童
じどう

については学校
がっこう

へご連絡
  れんらく

ください。 

 

 

 

 

 



学習環境について 理由やねらい 

●授業前
じゅぎょうまえ

、黒板
こくばん

をきれいに消す
け

。 学習
がくしゅう

環境
かんきょう

を整える
ととの

ためです。 

●忘れ物
わす  もの

があったときは、授業
じゅぎょう

が始
はじ

まる前
まえ

までに先生
せんせい

に報告
ほうこく

する。 学習
がくしゅう

時間
じ か ん

を保証
ほしょう

するためです。また、対処
たいしょ

方法
ほうほう

を身
み

に付
つ

けるためにも必要
ひつよう

だと考
かんが

えています。 

●授業
じゅぎょう

の開始
かいし

と終了
しゅうりょう

時刻
じこく

を守り
まも

、挨拶
あいさつ

をする。 

●あいさつは、「起立
きりつ

 気
き

をつけ お願
ねが

いします（１・２・３で頭
あたま

を上げる
あ

。）」とし、 体
からだ

を静止
せいし

させてから着席
ちゃくせき

する。  

学習
がくしゅう

規律
きりつ

を整える
ととの

ためです。休み
やす

時間
じかん

との切り替え
き   か

にも必要
ひつよう

です。 

●机上
きじょう

の教科書
きょうかしょ

・ノート・筆箱
ふでばこ

について置く
お

位置
いち

が決まって
き

いる。 学習
がくしゅう

環境
かんきょう

を整える
ととの

ためです。 

●筆箱
ふでばこ

の中身
なかみ

が決まって
き

いる。 

鉛筆
えんぴつ

６本（１年生は５本でもよい）※キャップはチャック式
しき

の筆箱
ふでばこ

のみ使用可
し よ う か

 

消
け

しゴム１個
こ

  １５ｃｍ線引き
せんひ

（折
お

りたたみでないもの） 

赤
あか

青
あお

鉛筆
えんぴつ

１本  ネームペン１本  ※鉛筆削
えんぴつけず

りは持
も

ってこない。 

３年生
ねんせい

以上
いじょう

 色
いろ

ボールペン可
か

 ５年生
ねんせい

以上
いじょう

 蛍光
けいこう

ペン利用可
り よ う か

   

※シャープペンは使用
しよう

しない。ただし、自然
しぜん

教室
きょうしつ

、修学
しゅうがく

旅行
りょこう

等
など

の行事
ぎょうじ

の際
さい

は、使用
しよう

しても   

よいこととする。※鉛筆削り
えんぴつけず

は持
も

ってこない。 

学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

なものを揃える
そろ

習慣
しゅうかん

を身
み

につけるためです。自分
じ ぶ ん

の持
も

ち物
もの

をきちんと管理
か ん り

できるようにしたいと思
おも

います。 

また、華美
か び

なものを持
も

ってきてしまうと、落
お

として壊
こわ

したり、なくしたりして、嫌
いや

な思
おも

いをしてしまいます。 

●授業中
じゅぎょうちゅう

に席
せき

を離れたい
はな

ときは、先生
せんせい

に言う
い

こと。 安全
あんぜん

のためです。所在
しょざい

確認
かくにん

にもつながります。 

◎学校用
がっこうよう

タブレットは、授業
じゅぎょう

、家庭
か て い

学習
がくしゅう

、委員会
いいんかい

活動
かつどう

、係
かかり

活動
かつどう

など、学校
がっこう

に関係
かんけい

すること

だけに使
つか

う。 

学校
がっこう

で使
つか

っているタブレットは、学習
がくしゅう

で使
つか

うためのものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

学校外の生活について 

●放課後
ほうかご

にグラウンドで遊ぶ
あそ

際
さい

、出した
だ

ごみは必ず
かなら

家
いえ

に持ち帰る
も   かえ

。 宇佐美
う さ み

小
しょう

児童
じ ど う

だけの問題
もんだい

ではないですが、ごみが毎日
まいにち

グラウンドに落ちて
お

いました。今後
こんご

も状況
じょうきょう

が改善
かいぜん

されない場合
ばあい

は、

グラウンド内
         ない

での飲食
いんしょく

を禁止
きんし

することも検討
けんとう

しています。 

●放課後
ほうかご

にグラウンドで遊ぶ
あそ

際
さい

、自転車
じてんしゃ

やスケートボードを使用
しよう

してもよいが、グラ

ウンドの中央
ちゅうおう

を走行
そうこう

しない。 

●スケートボードの使用
しよう

は、体育館
たいいくかん

〜職員室前
しょくいんしつまえ

のコンクリート部分
ぶぶん

に限る
かぎ

。 

グラウンドにタイヤのあとが付き
つ

、グラウンドが荒れて
あ

しまい、授業
じゅぎょう

や休み
やす

時間中
じかんちゅう

のケガにつながってしまいます。また、グラ

ウンドで遊んで
あそ

いる他
ほか

の児童
じどう

とぶつかることなく、事故
じこ

やケガ無く
な

遊んで
あそ

ほしいからです。 

◎不審
ふしん

な人
ひと

に声
こえ

をかけられたり、危険
きけん

を感じたり
かん

したときは、大声
おおごえ

で助け
たす

を求め
もと

、近く
ちか

の家
いえ

や「パンダの家
いえ

」にかけこむ。寂しい
さみ

場所
ばしょ

や暗い
くら

場所
ばしょ

になるべく行かない
い

ようにする。 

◎出か
で

けるときは、「だれと」「どこへ」「何
なに

をしに行
い

く」「何時
な ん じ

に帰
かえ

る」を必ず
かな

家
いえ

の人
ひと

に伝える
つた

。 

◎11 月～２月は１６：３０までに、３月～10月は１７：００までに家
いえ

に帰って
かえ

いるようにする。 

◎子ども
こ

だけで友だち
とも

の家
いえ

に泊まったり
と

しない。また、保護者
ほごしゃ

の承諾
しょうだく

を得ないで
え

学区外
がっくがい

に行かない
い

。学区外は、「まるたつひものセンター」より伊東方面、城山キャンプ場上の国道より熱海方面です。 

◎交通
こうつう

ルールを守り
まも

、事故
じこ

にあわないように気
き

をつける。特
とく

に自転車
じてんしゃ

に乗る
の

ときは、ヘルメットの着用
ちゃくよう

に努め
つと

、左側
ひだりがわ

通行
つうこう

を守り
まも

、無灯火
むとうか

や二人
ふたり

乗り
の

はしない。 

◎道路
どうろ

や人混み
ひとご

の中
なか

など、禁止
きんし

されている場所
ばしょ

や危険
きけん

な場所
ばしょ

では、キックボードやスケートボードなどをしない。 

◎ゲームコ―ナー、カラオケボックス、ボウリング場
じょう

などへは、子ども
こ

だけで入らない
はい

。 

◎人
ひと

や物
もの

を傷つける
きず

恐れ
おそ

のあるような危険
きけん

なおもちゃは使わない
つか

（エアガン等
など

）。また、踏切
ふみきり

や線路
せんろ

の近く
ちか

、消波ブロック
しょうは

で遊ぶ
あそ

など、危険
きけん

なことは絶対
ぜったい

にしない。 

◎絶対
ぜったい

にマッチやライターなどを持ち歩いたり
も   あ

、たき火
び

などの火
ひ

遊び
あそ

をしたりしない。 

◎友だち
とも

同士
どうし

でお金
  かね

の貸し借り
か   か

をしたり、物
もの

やカードの交換
こうかん

をしたり、ネット上のアイテム等のやりとりをしたりしない。 

◎公共
こうきょう

施設
しせつ

（学校
がっこう

、幼稚園
ようちえん

、公園
こうえん

、コミセンなど）やお店
みせ

の使い方
つか  かた

を守り
まも

、管理
かんり

している人
ひと

や利用
りよう

している人
ひと

たちに迷惑
めいわく

をかけないようにする。 

◎用事
よ う じ

がないのにスーパーやコンビニエンスストア、ショッピングセンターなどに出入り
で い

しない。 

◎携帯
けいたい

電話
でんわ

（スマホ）や SNS、携帯
けいたい

ゲーム機
き

などは、安全
あんぜん

に正しく
ただ

使い
つか

、個人
こじん

情報
じょうほう

の流出
りゅうしゅつ

に注意
ちゅうい

する。 

 


